
はじめに

仙台市青葉区国見に東北文化学園大学が1999
年に開設されて以来、約20年が経過した。国見
から市街地に徒歩で下りていった先には大崎八
幡宮と八幡町商店街がある。大崎八幡宮は国宝
であり、1607年に伊達政宗によって建立された
仙台を代表する神社の一つで、毎年₁月14日に
おこなわれる‘どんと祭’が有名である。八幡町
商店街は、大崎八幡宮周辺の旧国道48号線沿い、
及びその周辺に展開されている商店街である。

さて、全国的に商店街は店主の高齢化等の問
題で業況が厳しくなっている。大崎八幡宮のお
膝元に位置する八幡町商店街においても、そう
した傾向は顕著であり、商店街振興のための新
しい取り組みが求められてきた。

今回は、そのような折りに筆者らが八幡町に
おいておこなってきた教職員による地域振興支
援の試みについて、八幡町ファン・コミュニティ
の一員としてのこれまでの活動経過を中心に報
告することとしたい。

八幡町ファン・ミーティングの活動に加わる
きっかけ

筆者らは、仙台市青葉区にある八幡町商

店会が昨年度より実施している八幡町ファ
ン・コミュニティの活動開始時よりメンバー
として加わってきた（八幡町・ファン・コ
ミ ュ ニ テ ィ の 主 な 活 動 は Facebook を 通 じ
て 発 信 さ れ て い る。https://ja-jp.facebook.
com/hachimannmachi . syoutenngai . fun .
community/）。商店街の振興と地域の街おこし
のお手伝いをすることを目的として、これまで
月に一度のミーティングに参加してきた。

さて、八幡町ファン・コミュニティにメンバー
として加わる契機となったのは、筆者らの一人
が20年以上客として通ってきた理容室の店主が
昨年度より商店会の役員になることになり、そ
の前後に、商店街の振興について大学・専門学
校の教職員の専門性を活かして協力してもらえ
ないか筆者らの一人に個人的に相談があったこ
とであった。八幡町商店会は、1980年代には会
員数が最大80名だったが、2016年には27名にま
で減少していた。そこで、地元の方や地域外の
方でも八幡町や街作りに興味のある人なら誰で
も入れる組織として2016年に八幡町ファン・コ
ミュニティを結成するに至った。この時点では、
筆者らにどのような専門性が求められているの
かは漠然としていたように思われた。そこで、
共著者の一人で地域社会学を専門とする佐藤に
相談したところ、主体はあくまで八幡町ファン・
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コミュニティとし、我々も参加しながら必要に
応じて専門の教職員を紹介するようにアドバイ
スを受けた。筆者らの大学は三学部、さらには
専門学校が併設されており、各々の専門性を活
かし大学、専門学校の垣根を越え、かつ商店会
を主体としたいわゆるオーダーメイド型のお手
伝いをすることになった（ここまで述べた経過
については、2017年₉月に仙台市民活動セン
ターによって発行された「ぱれっと」217号にお
いても特集された。http://sapo-sen.jp/wp/wp-
content/uploads/2017/09/131ccad154e219ae73
b50fa2d6373665.pdf）。

「八幡まちあるき」マップへの作成協力

八幡町ファン・コミュニティの活動に創設時
よりメンバーとして加わり、月に一度のミー
ティングに参加してきた。会を重ねる中で、大
崎八幡宮に訪れる多くの観光客、学生、地元に
長く居住している皆さんに八幡町をもっと知っ
てほしい、そのために八幡町をどのようにア
ピールすれば良いか議論をおこなってきた。そ
の結果、上述の Facebook の活用に加えて、具
体的なアピールの第一弾として街歩きマップ

「八幡町まちあるき」の作成をすることになり、
協力することになった。先述した大崎八幡宮に
加えて、四谷用水なども取り上げることとなっ
た。2015年に NHK のブラタモリという番組で
仙台編が放送された際に八幡町を流れる四谷用
水（現在はほとんどが暗渠になっている）が取
り上げられたこと、その後番組で取り上げられ
た場所を街歩きする方が散見されるようになっ
たことが、「八幡町まちあるき」作成に至った
理由としてあげられた。
「八幡町まちあるき」作成に当たっては、マッ

プのデザインを共著者の一人である増田が、ま
た散策コースの監修を同じく共著者の一人であ
る八十川が担当した。また、残りのメンバーで
写真の撮影や印刷業者との交渉、マップの校閲
作業への協力をおこなった。なお、それまで筆
者らはあくまで有志として協力してきたが、誌
面に協力機関として名を連ねることになり、こ
れ以降「東北文化学園八幡町応援隊」を名乗る
こととなった。

資料₁．「八幡町まちあるき」完成に関する新聞記事
（2016年12月24日河北新報夕刊より）

資料₂．「八幡町まちあるき」の表紙および裏表紙
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2016年12月に「八幡町まちあるき」の完成を
迎えた。情報を絞り込みつつ、歴史遺産、地域
の商店・医院の情報、おすすめ散策コースを
掲載したものとなった（資料₁および資料₂）。
八幡町ファン・コミュニティが主催して、お披
露目会を兼ねた商店街サミットをおこなった。
仙台市内の複数の商店街と一緒にパネルディス
カッションをおこない、商店街振興のための独
自の取り組みについて話題提供があり、指定討
論者として共著者の一人である佐藤も登壇して
議論の輪に加わった（資料₃）。

「八幡まちあるき」の活用への協力

「八幡町まちあるき」は₁万部が作成され、
商店街だけでなく大崎八幡宮や JR 仙山線の国
見駅などでも配布された。続いて、八幡町ファ
ン・コミュニティでは「八幡町まちあるき」を
活用した企画を考えることになった。

資料₃．商店街サミットに関する新聞記事
（2016年12月29日河北新報夕刊より）

そのうちの一つは、前述のブラタモリの番組
の中で四谷用水のガイド役を務めた東京スリバ
チ学会会長の皆川典久氏を招いての講演会、及
び街歩きの企画であった。本学の地域連携セン
ターと教育支援センターに共催していただくこ
ととし、後者のフロアを会場に講演会を行うこ
ととなった。60分の講演会の後は、希望者を引
き連れて街歩きを実際におこなった。配布され
た「八幡まちあるき」を活用しながら、皆川氏
より暗渠や用水路の遺構の解説を受けると同時
に、商店街のいくつかの店舗に寄り道をしたり、
終了後の懇親会を行ったりした。

また、八幡町地域に存在する中学校における
地域フィールドワークの授業において「八幡町
まちあるき」が活用され、まとめの発表会には
八幡町応援隊のメンバーも参観をおこなうな
ど、「八幡町まちあるき」を通じて八幡町応援
隊と八幡町との交流が拡がっていった。

まとめ

本稿では、筆者らが八幡町ファン・コミュニ
ティの活動に加わるに至った経緯、「八幡まち
あるき」の作成への協力、「八幡まちあるき」の
活用への協力について記した。大学の地元の商
店街の皆さんが街おこしのために主体的に協働
し、彼らのニーズに基づいて、必要な専門性を
持った学内の人材に支援をお願いし、一つ一つ
マッチングしていくいわゆるオーダーメイド型
の支援協力を特色とした。支援を始めてみると、
個々の教職員がもともと何らかの形で八幡町や
商店街の皆さんと関係性があり、そうした個人
的なつながりを起点に大きなつながりへと紡が
れていくなかで支援協力が展開されたと捉える
ことができるだろう。東日本大震災の被災地に
おいて支援を受けたい側のニーズと支援をおこ
なう側の専門性とが必ずしも合致していなかっ
たという声が聞かれているが、そうしたことの
合致が改めて大事であることと、そうした支援
はお互いの関係性の中で継続的に展開されてい
くべきことだと再認識させられた。それらの関
係性が常に地域の中で、あるいは地域と社会資
源である大学・専門学校との間に築かれている
ことが、自然災害に限らず実際に支援協力が展
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開されるときの円滑さに結びつくものと考えら
れた。

上述したように、教職員個々人と八幡町や商
店街との関係性を起点に出発した八幡町応援隊
ではあるが、そうした関係性は維持しつつも、
今後は大学・専門学校と八幡町との組織的な連
携を模索し、協定を結ぶなどして大学・専門学
校が地域の中で何が貢献できるか考える時期に
差し掛かっているように思われる。同時に、学
生の教育を地元地域の中で展開することで、本
当の意味で地域に根ざした大学・専門学校とし
て時を刻んでいくことが求められているものと
考えられた。
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